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海
外
ニ
ュ
ー
ス
・
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ 

選
・
山
口
　
響

フ
ク
シ
マ
に
関
す
る
日
本
の
主
張
と

矛
盾
す
る
魚
の
デ
ー
タ

　
「
福
島
の
状
況
は
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ま
で
も
健
康
関
連
の
問
題
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
し
、
こ
れ
か
ら
も
あ
り
ま
せ

ん
」—

—

日
本
の
安
倍
晋
三
首
相
は
二
〇
二
〇

年
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
招
致
演
説
で
こ
う
述
べ
た
。

　

し
か
し
、［
カ
ナ
ダ
・
バ
ン
ク
ー
バ
ー
の
地

方
紙
］『
ジ
ョ
ー
ジ
ア
・
ス
ト
レ
イ
ト
』
の
調

べ
で
は
、
放
射
能
に
汚
染
さ
れ
た
魚
の
影
響
で
、

世
界
全
体
で
八
〇
〇
人
が
今
後
ガ
ン
に
か
か
る

こ
と
に
な
る
（
う
ち
半
分
が
死
に
至
る
）。
こ

れ
は
、
日
本
の
水
産
庁
が
発
表
し
た
魚
の
デ
ー

タ
を
用
い
、
今
年
七
月
ま
で
に
食
さ
れ
た
魚
の

影
響
だ
け
を
考
慮
に
入
れ
た
も
の
で
あ
る
。
北

米
沖
で
獲
れ
る
魚
の
影
響
は
入
っ
て
い
な
い
し
、

ガ
ン
以
外
の
被
害
は
ま
た
別
に
考
え
な
く
て
は

な
ら
な
い
。

　

複
数
の
専
門
家
が
同
紙
の
推
定
は
科
学
的
に

正
し
い
と
認
め
た
う
え
で
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で

も
っ
と
も
控
え
め
な
数
値
で
あ
り
、
現
実
の
罹

患
数
は
そ
の
一
〇
〇
倍
、
つ
ま
り
八
万
人
に
も

上
る
可
能
性
が
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
中
、
カ
ナ
ダ
は
Ｕ
Ａ
Ｅ
と
イ
ン
ド

へ
の
ウ
ラ
ン
お
よ
び
核
技
術
の
売
却
を
容
認
し
、

日
本
は
ト
ル
コ
と
原
発
建
設
契
約
に
サ
イ
ン
し

て
い
る
。

︻
出
典
︼

A
lex R

oslin, ʻFish data belie Japan's claim
s on Fukushim

a,

ʼ 
straight.com

, O
ctober 2, 2013.

w
w

w.straight.com
/life/497646/fish-data-belie-japans-

claim
s-fukushim

a

「
福
島
原
発
廃
炉
を
国
際
管
理
す
べ
き
」
に

多
数
の
署
名

　

国
連
と
国
際
社
会
が
福
島
第
一
原
発
の

責
任
を
持
つ
べ
き
だ
と
す
る
署
名
に
多
く

の
人
び
と
が
名
を
連
ね
て
い
る
。
現
在
の

と
こ
ろ
、w

w
w
.nukefree.org

の
署
名
は

四
万
八
〇
〇
〇
人
以
上
、w

w
w
.rootsaction.

org

は
三
万
五
〇
〇
〇
人
で
あ
る
。
署
名
は

一
一
月
に
国
連
に
提
出
さ
れ
る
予
定
。

　
「
国
際
管
理
」
と
い
っ
た
場
合
、
理
想
は
世

界
の
科
学
者
・
技
術
者
が
臨
時
の
集
団
を
形
成

す
る
こ
と
だ
が
、
独
自
の
資
源
が
な
い
。
国
際

原
子
力
機
関
（
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
）
は
原
子
力
推
進
機

関
で
あ
り
秘
密
主
義
的
な
と
こ
ろ
は
あ
る
が
、

資
源
は
よ
り
多
く
、
福
島
原
発
と
の
直
接
的
な

利
害
関
係
も
薄
い
。
国
際
署
名
は
こ
の
二
つ
の

方
式
の
混
合
を
主
張
し
て
い
る
。

　

喫
緊
の
課
題
は
、
四
号
機
の
使
用
済
み
燃
料

の
処
理
だ
。
燃
料
自
体
も
脆
く
な
っ
て
い
る
し
、

プ
ー
ル
も
地
震
な
ど
で
崩
壊
し
か
ね
な
い
。
廃

炉
作
業
は
世
界
に
開
か
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
四

号
機
か
ら
の
燃
料
棒
移
動
は
、
テ
レ
ビ
中
継
さ

れ
る
べ
き
だ
ろ
う
。

︻
出
典
︼

H
arvey W

asserm
an, ʻ�

e D
em

and for a G
lobal Take-O

ver 
at Fukushim

a has H
it C

ritical M
ass,

ʼ Com
m

on D
ream

s, 
O

ctober 1, 2013.
http://www.com

m
ondream

s.org/view/2013/10/01-4
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フ
ク
シ
マ
の
眼
で
米
国
の

原
子
力
危
機
を
見
る

　

六
月
、
サ
ン
オ
ノ
フ
レ
原
発
が
あ
る
米
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
州
で
、
あ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が

あ
っ
た
。
パ
ネ
リ
ス
ト
は
、
日
本
の
菅
直
人
元

首
相
、
グ
レ
ゴ
リ
ー
・
ヤ
ツ
コ
元
米
原
子
力
規

制
委
員
会
（
Ｎ
Ｒ
Ｃ
）
委
員
長
、
ピ
ー
タ
ー
・

ブ
ラ
ッ
ド
フ
ォ
ー
ド
元
Ｎ
Ｒ
Ｃ
委
員
、
核
技
術

者
の
ア
ン
・
ガ
ン
ダ
ー
セ
ン
で
あ
る
。
一
〇
月

に
東
海
岸
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
と
ボ
ス
ト
ン
で

あ
っ
た
シ
ン
ポ
で
は
、
こ
の
同
じ
メ
ン
バ
ー
に

ラ
ル
フ
・
ネ
ー
ダ
ー
が
加
わ
っ
た
。

　

ヤ
ツ
コ
は
、
福
島
原
発
事
故
が
教
え
る
も
の

は
「
社
会
は
こ
れ
ら
の
事
故
の
帰
結
を
受
け
入

れ
な
い
と
い
う
こ
と
だ
」
と
述
べ
た
。
同
氏
は
、

Ｎ
Ｒ
Ｃ
は
事
故
の
教
訓
を
無
視
し
て
い
る
と
批

判
し
て
Ｎ
Ｒ
Ｃ
を
追
い
出
さ
れ
た
。

　

ガ
ン
ダ
ー
セ
ン
は
、
Ｎ
Ｒ
Ｃ
は
原
子
力
事
故

の
可
能
性
は
「
二
五
〇
〇
年
に
一
度
」
と
言
っ

て
い
た
が
、
実
際
に
は
過
去
三
五
年
で
メ
ル
ト

ダ
ウ
ン
が
五
回
、
つ
ま
り
七
年
に
一
度
だ
と
指

摘
（
ス
リ
ー
マ
イ
ル
島
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
、

福
島
第
一
で
三
機
分
）。

　

ネ
ー
ダ
ー
は
「
原
発
事
故
が
起
き
た
ら
逃
げ

ら
れ
な
い
」
と
述
べ
た
。
米
政
府
は
福
島
原
発

事
故
の
際
に
五
〇
マ
イ
ル
（
八
〇
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
）
内
の
米
市
民
に
避
難
勧
告
を
出
し
た
が
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
・
ポ
イ
ン
ト

原
発
の
場
合
、
五
〇
マ
イ
ル
以
内
の
人
口
は

二
〇
〇
〇
万
人
。
普
通
の
通
勤
ラ
ッ
シ
ュ
で
も

都
市
か
ら
出
ら
れ
な
い
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
が
ど

う
や
っ
て
逃
げ
る
の
か
、
と
批
判
し
た
。

︻
出
典
︼

K
arl G

rossm
an, 

ʻT
hrough Fukushim

a L
ense, a L

ook at 
Loom

ing U
S N

uclear C
risis,

ʼ Com
m

on D
ream

s, O
ctober 9, 

2013.
https://www.com

m
ondream

s.org/view/2013/10/09-7

ハ
リ
ケ
ー
ン
「
サ
ン
デ
ィ
」

　
　

―
誰
の
た
め
の
復
興
？

　

米
東
海
岸
ス
タ
ー
テ
ン
島
に
住
む
ビ
ク
ト

リ
ー
ナ
・
ラ
ミ
レ
ス
は
、
ハ
リ
ケ
ー
ン
「
サ
ン

デ
ィ
」
か
ら
逃
げ
て
友
人
の
家
に
身
を
寄
せ
た

後
、
す
ぐ
に
自
分
の
ア
パ
ー
ト
に
帰
る
つ
も
り

だ
っ
た
。
し
か
し
後
日
、
ア
パ
ー
ト
を
修
復
し

た
家
主
か
ら
家
賃
の
値
上
げ
を
通
告
さ
れ
、
現

在
は
や
む
な
く
別
の
場
所
に
住
ん
で
い
る
。

　

二
〇
一
二
年
一
〇
月
に
サ
ン
デ
ィ
が
米
東
海

岸
を
襲
っ
て
か
ら
早
一
年
。
当
初
は
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
に
よ
る
復
旧
や
チ
ャ
リ
テ
ィ
団
体

に
よ
る
支
援
が
先
行
し
て
い
た
が
、
公
的
機
関

に
よ
る
支
援
は
被
災
者
に
一
向
に
届
い
て
い
な

い
。
住
居
費
支
援
の
た
め
の
予
算
も
ほ
と
ん
ど

が
未
消
化
だ
。

　

公
共
機
関
か
ら
支
援
を
受
け
よ
う
と
す
る
と

米
連
邦
緊
急
事
態
管
理
庁
（
Ｆ
Ｅ
Ｍ
Ａ
）
に
登

録
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
た
と
え
ば
非
正
規
移

民
は
登
録
の
権
利
自
体
を
持
た
な
い
。
復
興
プ

ロ
セ
ス
が
差
別
を
強
化
す
る
政
治
的
な
構
え
そ

の
も
の
を
再
考
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
て
い
る
。

︻
出
典
︼

Sarah Jaffe, ʻW
hose R

ecovery?

ʼ In Th
ese Tim

es, O
ctober 29, 

2013.
http://inthesetim

es.com
/article/15800/w

hose_recovery_
som

e_new_yorkers_still_not_back_on_feet_after_sandy/

ブ
ダ
ペ
ス
ト
水
サ
ミ
ッ
ト

　
　

―
参
加
と
い
う
幻
想

　

先
日
開
催
さ
れ
た
「
ブ
ダ
ペ
ス
ト
水
サ
ミ
ッ

ト
」
は
「
水
へ
の
普
遍
的
な
ア
ク
セ
ス
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
幻

想
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。

　

会
議
は
、
新
自
由
主
義
的
な
シ
ン
ク
タ
ン
ク

「
世
界
水
評
議
会
」
や
、
ネ
ス
レ
や
コ
カ
コ
ー

ラ
と
い
っ
た
企
業
が
ハ
ン
ガ
リ
ー
政
府
と
組
ん

で
運
営
し
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
企
業

は
、
水
を
民
営
化
し
貧
困
層
か
ら
水
を
奪
っ
て
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き
た
張
本
人
で
あ
る
。

　

水
不
足
に
関
す
る
討
論
で
は
、
新
技
術
や
巨

大
投
資
に
ば
か
り
話
が
行
き
、
地
元
の
人
間
が

低
コ
ス
ト
で
水
を
管
理
す
る
方
法
は
無
視
さ
れ

て
い
た
。
し
か
し
、
人
び
と
が
民
主
的
な
参
加

を
通
じ
て
水
を
確
保
し
て
い
く
の
が
、
本
来
あ

る
べ
き
姿
だ
ろ
う
。

︻
出
典
︼

Satoko K
ishim

oto, ʻBudapest W
ater Sum

m
it “M

irage

” of 
Participation H

ides Sam
e C

orporate Interests �
at D

eny 
W

ater to M
illions,

ʼ Com
m

on D
ream

s, O
ctober 16, 2013.

https://www.com
m

ondream
s.org/view/2013/10/16

Ｔ
Ｐ
Ｐ

　

―
保
護
主
義
者
の
た
め
の
貿
易
協
定

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋
連
携
協
定
）
は
、
よ
く

言
わ
れ
る
よ
う
な
自
由
貿
易
の
た
め
の
も
の
で

は
な
い
。
正
確
に
は
、
縁
故
資
本
主
義
者
た
ち

の
富
と
権
力
を
増
す
た
め
に
設
計
さ
れ
た
協
定

で
あ
る
。

　

た
と
え
ば
処
方
薬
の
場
合
。
米
製
薬
業
界
は

特
許
権
を
強
化
す
る
よ
う
働
き
か
け
を
強
め
る

で
あ
ろ
う
。
そ
う
す
れ
ば
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
国
内

で
薬
を
高
く
売
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
だ
。

　

米
国
内
で
の
看
護
士
の
給
料
を
下
げ
ら
れ
る

よ
う
外
国
人
看
護
士
を
導
入
す
る
協
定
は
あ
っ

て
も
、
同
じ
こ
と
が
医
師
に
関
し
て
は
提
案
さ

れ
な
い
。
米
国
の
富
裕
層
１
％
に
入
る
多
く
の

医
師
た
ち
が
、
規
制
で
我
が
身
を
守
ろ
う
と
し

て
い
る
か
ら
だ
。

︻
出
典
︼

D
ean B

aker, 

ʻT
he Trans-Pacific Partnership: A

 Trade 
A

greem
ent for Protectionists,

ʼ Truthout, O
ctober 29, 2013.

http://w
w

w.truth-out.org/new
s/item

/19663-the-trans-
pacific-partnership-a-trade-agreem

ent-for-protectionists

い
か
に
し
て
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
は

資
本
主
義
の
侍
女
と
な
っ
た
か

　
　
　
　
　
（
ナ
ン
シ
ー
・
フ
レ
イ
ザ
ー
）

　

フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
で
政
治
学
者
の
ナ
ン
シ
ー
・

フ
レ
イ
ザ
ー
が
、
女
性
解
放
運
動
が
新
自
由
主

義
と
危
険
な
結
合
を
見
せ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
憂
慮
す
る
文
章
を
英
『
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
』

紙
に
寄
稿
。
第
二
波
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
は
、
戦
後

の
「
国
家
に
管
理
さ
れ
た
資
本
主
義
」
へ
の
批

判
と
し
て
登
場
し
た
が
、
近
年
の
グ
ロ
ー
バ
ル

化
し
た
新
自
由
主
義
経
済
を
正
当
化
す
る
根
拠

を
与
え
て
い
る
と
指
摘
す
る
。

　

第
一
に
、
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
は
「
家
族
賃
金
」

へ
の
批
判
に
よ
っ
て
女
性
を
労
働
市
場
に
押
し

出
す
役
割
を
果
た
し
た
が
、
そ
の
労
働
の
質
が

ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
を
問
う
て
い
な
い
。

　

第
二
に
、
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
は
経
済
主
義
を
批

判
し
「
個
人
的
な
こ
と
は
政
治
的
な
こ
と
」
で

あ
る
と
の
認
識
を
広
め
た
が
、
文
化
的
側
面

（
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
問
題
）

に
着
目
す
る
あ
ま
り
、
経
済
問
題
へ
の
関
心
を

失
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

第
三
に
、
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
は
福
祉
国
家
の
パ

タ
ー
ナ
リ
ズ
ム
を
批
判
す
る
こ
と
で
、
市
場
化
、

個
人
主
義
化
を
も
く
ろ
む
勢
力
と
同
調
し
て
し

ま
っ
た
。

　

フ
レ
イ
ザ
ー
は
、
女
性
解
放
運
動
は
も
と
も

と
、
参
加
民
主
主
義
や
社
会
連
帯
を
強
調
す
る

傾
向
と
自
由
主
義
を
強
調
す
る
傾
向
を
と
も
に

内
包
し
て
い
て
、
最
近
は
後
者
ば
か
り
が
重
視

さ
れ
て
き
た
が
、
今
こ
そ
連
帯
主
義
的
な
シ
ナ

リ
オ
を
女
性
解
放
の
夢
と
再
結
合
す
べ
き
と
き

で
あ
る
と
説
く
。

︻
出
典
︼

N
ancy Fraser, 

ʻH
ow

 fem
inism

 becam
e capitalism

's 
handm

aiden - and how
 to reclaim

 it,

ʼ T
he G

uardian, 
O

ctober 14, 2013.
http://w

w
w.theguardian.com

/com
m

entisfree/2013/oct/14/
fem

inism
-capitalist-handm

aiden-neoliberal
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器
輸
出
を
強
化
し
た
い
と
の
思
惑
も
あ
る
。

　

オ
バ
マ
政
権
の
「
ア
ジ
ア
・
シ
フ
ト
」
が
注

目
さ
れ
て
い
る
が
、イ
タ
リ
ア
や
ジ
ブ
チ
、デ
ィ

エ
ゴ
ガ
ル
シ
ア
、
バ
ー
レ
ー
ン
、
カ
タ
ー
ル
、

ブ
ル
ガ
リ
ア
、
ル
ー
マ
ニ
ア
と
い
っ
た
場
所
で

の
米
軍
強
化
に
も
気
を
付
け
て
お
か
ね
ば
な
ら

な
い
。

︻
出
典
︼

D
avid V

ine, ʻ�
e Pentagon

ʼs Italian Job,

ʼ Foreign Policy 
In Focus, O

ctober 11, 2013.
http://fpif.org/pentagons-italian-job/

Ｎ
・
フ
レ
イ
ザ
ー
へ
の
応
答

　
　

―
白
人
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
の
疲
労
症

　

フ
レ
イ
ザ
ー
の
主
張
に
は
、
よ
く
見
れ
ば
、

黒
人
・
第
三
世
界
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
と
議
論
し
と

も
に
考
え
る
こ
と
を
し
な
い
白
人
フ
ェ
ミ
ニ
ス

ト
の
近
視
眼
が
現
れ
て
い
る
。

　

黒
人
・
第
三
世
界
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
ら
は
、
す

で
に
七
〇
年
代
初
め
か
ら
、
国
家
資
本
主
義
だ

け
で
は
な
く
て
、
植
民
地
時
代
に
根
を
持
つ
グ

ロ
ー
バ
ル
化
し
た
資
本
主
義
の
批
判
を
続
け
て

き
た
。
文
化
的
性
差
別
の
問
題
を
経
済
的
再
分

配
よ
り
も
重
視
し
て
き
た
こ
と
も
な
い
。

　

た
と
え
ば
性
的
暴
力
の
問
題
は
、
奴
隷
制
と

植
民
地
化
に
起
源
を
持
ち
、
女
性
と
男
性
両

方
に
影
響
を
与
え
る
も
の
と
理
解
さ
れ
て
き

た
。
家
族
賃
金
に
し
て
も
、
白
人
フ
ェ
ミ
ニ
ス

ト
の
よ
う
に
批
判
の
対
象
に
す
る
と
い
う
よ
り

も
、
ア
フ
リ
カ
系
ア
メ
リ
カ
人
女
性
に
と
っ
て

は
、
彼
女
ら
の
子
ど
も
や
家
族
に
害
を
与
え
る

社
会
的
・
経
済
的
諸
力
に
対
す
る
抵
抗
の
手
段

の
ひ
と
つ
と
し
て
理
解
し
う
る
こ
と
が
主
張
さ

れ
て
い
る
。
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米
軍
が
イ
タ
リ
ア
で
や
っ
て
い
る
こ
と

　

米
軍
に
と
っ
て
イ
タ
リ
ア
の
重
要
性
が
増
し

つ
つ
あ
る
。
在
伊
米
軍
の
兵
員
数
は
、
冷
戦
期

の
一
・
三
万
人
か
ら
ほ
と
ん
ど
変
わ
っ
て
い
な

い
。

　

第
一
次
湾
岸
戦
争
以
降
、
発
進
基
地
と
し
て

重
要
な
役
割
を
果
た
す
ア
ビ
ア
ー
ノ
空
軍
基
地
。

米
欧
州
軍
と
米
ア
フ
リ
カ
軍
の
結
節
点
に
な
り

つ
つ
あ
る
ナ
ポ
リ
海
軍
基
地
。無
人
監
視
機「
グ

ロ
ー
バ
ル
ホ
ー
ク
」
の
一
大
拠
点
と
な
っ
た
シ

チ
リ
ア
島
の
シ
ゴ
ネ
ラ
海
軍
航
空
基
地
。
こ
れ

ら
の
基
地
は
、
地
中
海
に
接
続
し
て
い
る
と
い

う
イ
タ
リ
ア
の
地
理
的
特
性
ゆ
え
に
強
化
さ
れ

て
い
る
。
ア
フ
リ
カ
や
中
東
で
の
将
来
の
戦
争

に
備
え
た
い
米
軍
に
と
っ
て
、
う
っ
て
つ
け
の

場
所
な
の
だ
。

　

イ
タ
リ
ア
政
府
の
態
度
も
米
軍
に
宥
和
的
だ
。

在
伊
米
軍
の
地
位
協
定
は
公
開
す
ら
さ
れ
て
い

な
い
。
イ
ラ
ク
戦
争
で
も
ベ
ル
ル
ス
コ
ー
ニ
首

相
が
全
幅
の
対
米
支
援
を
行
っ
た
。
イ
タ
リ
ア

と
し
て
は
、
対
米
協
力
に
よ
っ
て
米
国
へ
の
武
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